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轟濃に基づく広告 株式会社ラビトン研究所
金田平八郎
(代表取締役)
ラピトン研究所は､医薬品開発に必要な試験を
受託するCRO(ContractResearchOrganization:
医薬品開発試験業務受託機関)であり,安価で質
の高い試験を実施し､業界の厚い信頼を得ている｡
新薬製造承認には､動物実験及び臨床試験第 Ⅰ
棉 (健常な人が対象)･第Ⅰ相 (少数の患者で傾
向を確認する卜 第Ⅲ相 (多数の患者が対象)の
安全性と有効性に係る試験が必要であるが､同社
はこの各試験を トー タルに受託できる全国唯一の
機関であるとともに､第 Ⅰ相試験では業界 トップ
の実績を誇っている｡
また､世界の医薬品業界では､他国の試験デー
タを自国で用いられるかどうかを確認するブリッ
ジング試験の実施が求められているが､同社はそ
の動きに合わせて世界最大のCROであるクインタ
ルズ社 (英､米)と業務提携し､そのノウハウを
共有することで､世界の新薬導入の窓口として､
また､日本の新薬の海外進出に対する支援機閲と
して活躍しており､今後一層の発展が期待されて
いる｡
1.金蔓概要
(1)企 業 名 ㈱ラピトン研究所
(2)住 所 西脇市中畑町 338番地
(3)代 表 者 金田 平八郎
(農学博士 専攻 :畜産)
(4)資 本 金 4,000万円
(5)従業員数 70名
(6)売 上 高 年間約 12億 4,000万円
(7)沿 革
昭和 32年 金田牧園設立(牧場 ･農園経営)
昭和50年 佑)ラピトン牧場設立
実験動物の生産販売及び受託
飼育開始
昭和 54年 動物実験の受託開始
昭和 58年 ㈱ラビトン研究所設立
大阪臨床薬理研究所設立(日本
初の臨床第 Ⅰ相試験専門医療
機関)
臨床第 Ⅰ相試験の受託開始
平成 5年 臨床第 Ⅱ･Ⅲ相試験の受託開
始
2.業務内辛
兼 務 内 容 ｣
秦験動物の生産 7-8種類 (ウサギ､マウス,馬等)
販売.受託飼育 を生産 .受託飼育
*試験結果に善がでないように同
じレベルの個体を生産しなければ
ならないが､同社はその商い生産
技術が評価されている.
動物索敵 例 :ウサギを用いた眼粘膜や皮庸
刺激性就酸
臨床試験第 1相 健常人ボランティア (登録数約
5,900名)壷対象に.大阪臨床薬
理研究所において新薬の投与を行
い､試験結果チェック.報告薯等
の作成を行う.
蕗床就散策Ⅱ相 投与治故施設 (大学病院等)に看
第Ⅲ相 護婦 .薬剤師等の免許を持つ人材
を派遣し,被験者へのインフォー
ムド.コンセント (東認前の轟を
授与することに対する説明)等､
医療行為以外の事務をサポートす
る.
また､試験計画書の作成､スケジ
ユ-ルの管理､試験結果報告書の
作成等､泉認申請に係る一連の事
3.主な取り払み
(I)クインタルズ社との業務提携
世界の医薬品業界では､各国でばらつきが
あった試験基準を国際標準化することで合意
しており､CROは世界的な競争に巻き込まれて
いくことが予想される. 同社は､クインタル
ズ社の日本拠点としての地位を得ることで､
お互いの顧客を共有化し､それぞれのノウハ
ウを提供しあって.国際化への対応を進める｡
(2)医薬品臨床開発試験データ収集 ･管理システ
ム開発 (平成 7年度兵庫県新産業創造プログ
ラム認定)
患者の状態をチェックシー トに管理し､デ
ータを入力すると,プロトコール (条件)逮
反やデータの不整合 ･欠損が発見され､即時
に担当医師に対して確認を行うシステム｡
データ改ざんがないことを証明するため､
シー トの受信 ･データの入力 ･訂LF.･出力等
に対して全て履歴管理が行われるO
評価方法をあらかじめソフトに組み込むこ
とにより､データの種類としてチェックデ 一ー
夕 ･数値デ 一ー夕 ･文字データのすべてが扱え
るO
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■ 実験動物管理センター
LaboratoryAnimalsControlCenLeT
ラビトン牧場
< 昭和50年4月発足 >
実験動物の生産販売および受託飼育
マウスから馬まで
r 非臨床試験センター
NonClinicalStudyCenter
< 昭和54年4月発足>
非臨床試験の受託 :動物による安全性
有効性試験
雷 臨床試験センター C1inicalStudyCenter
< 昭和58年6月発足>
◎大阪臨床薬理研究所のサポー ト業務
SupportforOPHAC
健常人による臨床試験の受託
(phaseI:臨床薬理試験)
◎大阪 ･東京医薬品岳床開発診療所のサポー
ト業務
SupportforOCRON･ToCRONclinic
患者による施床試験の受託
(phase刀･Ⅲ :臨床探索的 ･検証的試験)
治験専門医療機関
☆大阪臨床薬理研究所
<昭和58年7月発足>
☆大阪医薬品臨床開発診療所
<平成11年7月発足>
☆東京医薬品梅床開発ピル診療所
<平成12年6月発足>
JI国際医薬品開発センタ-
InternationalDrugI)evelopmentCenter
<昭和62年5月発足>
国際間での非臨床試験および臨床試験
の受託
医薬品開.発総合受託機関
(CRO:ContractResearchOrganization)
芸宕ラビトン研究所 :RABITOhHnstilutc,Inc.
〒67-卜0032兵庫県西脇市中畑町338番地
TEL:0795-24-0001FA‡:0795-24-0005
医療機関治験業務受託機関
(SNO:SiteManagementOrganization)
望若大阪医薬品臨床開発研究所 :
OCROM∫nstitute,Jnc.
〒565-0082大阪府豊中市新千里東町1丁目4番
2号 (千里ライフサイエンスセンタゼ ル)
プリ-ダイヤル 0120-096006オクローム
医薬品臨床開発実施医療機関
(治験専門医療機関)
大阪臨床薬理研究所 :OPXACHnic
〒565-0853大阪府吹田市春日4丁目12番 11号
TEL:06-6330-8721FAX:06-6330-8725
(治験専門医療機関)
大阪医薬品臨床開発診療所 :OCROMClinic
〒565-0853大阪府吹田市春日4丁目12番 11号
TEL:06-6330-8810FAX:06-6330-8801
(治験専門医療機関)
東京医薬品臨床開発ビル診療所 :ToCRONClinic
〒160-0022東京都新宿区新宿6丁目26番 8号
TEL:03-5285-2151FAX:03-5285-2155
東京支店
〒107-0052東京都港区赤坂 2丁目3番2号
(ランディック第 3赤坂ビル)
TEL:03-3586-4646FA‡:03-3586-4645
非臨床試験センター ･…冨ラビトン牧場:
RABITONFarm
〒67ト0032兵庫県西脇市中畑町338番地
TEL:0795-22-8255FAX:079と卜22-8257
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